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は じ め に
本稿の目的は二つある｡一つは,ラワ譜の音題が呉体的にどU)ような首)日学的特徴をもつか
を記述することであって,それは第1草においてなされている｡もう一つは,そのような質料








Ⅰ 音 声 学 的 記 述
ラワ語o)生成音韻論を展開するに先立って, まず, いわゆる "汀素表記"(phonemictran-
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(i)ウンパイ方言 (U)およびメ-サ リアン方言 (M)








られて全長 [Ⅴ:]又は半長[Ⅴ･]となり, それ以外では長められない｡ 全長と半長の差異は相対
的なもので区別が難 しいが,一応次のように定まっているものとしておく.すなわち,Vlの後
(V2V3C3)が (音声的に)ただ一つであってそれが響鳴音 (sonorant)又は∫である場合は Vlが






a)これらの母音が(1)の条件により全長 (又は半長)であって,鼻子音,又は Ia-の先行 し
ない声門音 (P,A)の直後にあるときは,一般に鼻母音 [6],[勘 [昌Aa]～rlg]となる｡特に,この
環境におけるa2'Pは 恒?〕となるO例,や1,7JL:3'jPE[?6:],や顔'772a｢n&:],≠取る〃Pea/7l?6車1]～
[骨gh],㍗I'･raL71alP[S∂13g･i?]･









それ以外では申 舌ないし後舌の半狭仁用で ある｡ ただし, I?uはそれが呼気段落の最終でない
























(3)M.Z●,i',a--I-拙 こ,わたり昔の[軒 [i],[9]であるo ただし,(a)ual-(C)においては
a2'全体が 圧]:例, ≠明るい 'yJbua2'/i[pu等h];(I)母7/-L'u,EOj的.1後 ((a)の場合を除 く)にある
か, azlc,az'元日こおけるZ■は [i]:例 ,≠人o PuZ●[pu･主],≠熊'!h勿EZ'h [khyEyih],≠寝る〃Pail
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H 生 成 音 韻 論 的 考 察
2.i.加茂音鮎論
ラワ語のように,い わゆる形態音韻論的な交替に乏しい言語では,又音調など構文論的な情
報によって定まるような音声学的特徴を除けば, 形式素 (formative)の轟 音表現 (phonetic
representation)は大体一意的に定まる｡しかし,もし形式素の基底的な二ご用員表現すなわち体系
的音素表現 (systematicphonemicrepresentation)が音声表現に等しいものとするならば,そ















その意味は,ある素性行列 (featurematrix)が ⅩAIA2-AnY に特定されているならば,す



















これらの "音素"のTr目前が(i)と(ii)の両方がありうることを意味する｡ しかし, これも簡単












･3, [+H .b:t]-[工芸e]/[+nas]+ -




















一glot? ?? ? ?
なお,この場合, ≠子供'rB.Auan･ndαuP,U.M.huan･ndoPにおける ndVP[dV?]のよう
な "非自立形式"すなわちそれ自体として辞書項目にならない形式素で鼻音の直後だけに生ず





の余剰条件によって卜 asp]を余剰 素 性として除きうるだけである0















































B.Pambam を故意にゆっくりと発音させると,あたかも Ha･mbαm であるかのように ｢?義:し





α αPαh αh a0 - -- - -- α2αm
-一 rNPLt･N//-I- ･=一 -- 一1- ㌔-- -- ,r"i,r"/′/
3 - - 3h D0 - -- (}t)(プn)-- (3m)
このうち,フt,jn,フm は少数のタイ系倍用語にしか現われないから考慮の外に置くことにする｡




その上に [mid]を認めれば, 下の(A)のように五つの母音が区別されることになるが, ボー
ルワン方言の u,0,0,αは実際の音価から見て (B)であるとしておこう｡
tl U O 〇 α 〝 〝 ∂ α







α a? αh ak 叫 - 一 一 - aP am








(12) 3- [-midH- 堤
しかし,辞書的表現の簡素化という点に関する限り,次のように仮定したほうがよい｡すな
わち,上の融母の基底形式を下のとおりであるとし,規則(13)を立てるのである｡
a α? αh ak 叩 - -
al --〇ih 一- -- 〇ic --
αp αm
a世pagm
(13) 堤-- ¢/〇-- (velar)+
このようにすれば /a/と /〇/は全く対立しないから, これらU)体系的音素から [+mid1,
ト mid]をすべて取り除くことができる.その代りに半母音/i,堤/を特定しなければならない
が,/a,〇/と子音の 申 問の分節は/i/か /g/のいずれかでしかないからそれぞれ ト back],
[+round]だけ特定すれば済むO また, ,l'Cもこの基底表現を /〇ic/とすれば,/C/はせいぜい
閉鎖音であることだけを示 しておけばよい｡従って,この仮説のほうが前の仮説よりも辞書的
表現をより簡素化することは疑いがない｡




+back,-round]とする代りに,その基底形式を /al/とするならば環境- 7+ に生ずる母






a a? αh αk a0 -
- a世?α甘h- - -















































式に等 しい次のような形式を基底形式として,半母音 /i,主,堤/を残 しておいた方が好ましい
結果が得られる｡ 環境 Ⅴ- C+ に珪じうる分節が /主,i,g/に限られているから, これら
はそれぞれ ト back],[+back,-round],[+round]だけ特定 しておけばよく,また,逆に,環











































































ついでながら,こ0)ような什榊 郁_LJi･素は,いわゆる "分斯学 的 昔素拓渚条件"を必ず しも要
9) これは,"文法"の中で(後段参照),体系的音素表現における形式素境舛十が音声規則の適用の前に音
裾的語の両雄に位置するように調整されうることを前提としている0
















相互一意性条件 の違反 といえば, よく知られたロシア語o)例 [diLt,1,i],[dad,bi],[2ecl,i],













境で [mbHnd日可日りg]であった｡ そこで, まず, lIJ;･声 形式そのままを音素形式と見なすよ
りも,もしこれらの有声閉鎖音が無声閉鎖 音 の有声化によって導かれると考えられるなら,ど
のみち無声閉鎖音-/p,t,C,k;ph,th,ch,kh/があるのだから,それだけ~FrT･素 の節約になるO








けである. なお, この音韻文法は,tl石弓oU.hoz7･h3nのような例外的な形式を生成 しない








(18) [+cons]⇒ ト nas]/[+nas]+- ｢+cons]
それに対して,mb,nd,hj,0gが,その音価と関係なくすべて音素/b,d,j,g/から導か




















,where,ifα- +,thenβニー;and,ifα- -,thenγ- -
















次に,2.4.節で考察 したボールワン方言の介音 2',盲,u に闇する問題を自律音素諭的に検討
し恵そう｡
2.4.節の初めに揚げた18個の韻母を見ている限り,介首すなわち半母 音 は完全に予測できそ
うである｡ しかし,そこに述べたように,親母 ab,aD,aP,am があるからai'A,ai'D,auA,Gum
における介音は完全に予測できるものではないし,2.4･節にはふれなかったが,a2'p,azh,aid,
au/i,2lh/.aiP 等の声FIEj音(p,A)を脚引こもつ託封射こおける介洋の存在を一般的に予測するこ













13) 厳密にいえばこれは誤っている｡ト ･∂十/を排除しないからである｡ ここでは後で述べる音声規則と
の関係を見安くするためにこのようにしておいた｡
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莱(実際には回)がなければならず,また, 音素 /a/の再後の分節が必ず 半母音音素でなけ
























14) /?,h/は ロ lーowlの子音 ([+cons])であると仮定している｡
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まず, 韻母 *vc,*Vn～,*∂A,*30,*32,*3m がないという事実に注目して, V2',,Vl滋,ai'A,








＼Llノ L事J⊥｣L~cons｣トlow｣イ "h round][霊]
この仮説にしたがえば,2.4.節のはじめに掲げた祖母 (αu2,αum を除く)の音素形式は次
のようになる｡これは確かに甫観によく合っている｡
∴ 二∴ ‥ ∴ ∴ ~
夷k,alg; ak,叩
a世p, a甘m;ap,∂m
韻母 az'C,a2'狛 こ関する限り,/ac,ah/と /a主e,aid/の二つの音素形式が認められる (棉
互一意性条件の違反)｡ これは,音声規則(15)が音素形式を別の音素形式に苔変えるだけの規
則ではなく,したがって,音韻文法の条件 (23)に違反 していないから,一向に差支えないこと
である｡ ただし, 辞書的表現の簡素化という点から見れば,2.4.節で考察 したように, ail,




最後に, 先ほどの αu2,αum に関連 して,2.3.節で考察したボールワン方言の母音 Oとα
の問題を検討 し直そう｡
まず,Dと αuが粕尾に関して補完的な分布を示 していることに注目して, これらの音素形





れ /ai,aih,αic/とすれば, 例外的な借用語の場合を除いて,音素 /〇/は不要になる. 必要
な音声規則 は次の通 りである｡





これは /VYC/(Cキ?,h)が /aic,ai白,aik,a毎 agp,agm;α主o,(a桓),叫k,α朋 ,叫P,
叫m/の12通 りがあることを表わ している.









この方法が,母音 ク,αに関 して音韻基底部を最 も簡単なものにすることはまず間違いがない｡
しか しながら, これはどう考えても言語的直観に合わない｡ といっても,それは,音韻文法
とい う考え方が誤 っているか らではな くて,このような音禍文法を許さないような一般的な条
件が何かあるか らに違いない｡















この条件によれば, 上述のように,粗相,(C)の音素形式を /叫(C)/または /ail(C)/とす
ることは許されなくなる｡規則 (26)(29)が痕跡をとどめた消去の規則でないからである｡
そうすると,残る可能性は,音声形式と基本的に等しい形式を音素形式として αuCの音素
形式を /叫C/,フ(C)のそれを /〇(C)/とするか,αu,3ともに音素/〇/とするかのいずれか
であるが,前者では選択条件が明らかに複雑になるのに- 後者では /VYC/(Cキ?,h)に閑
する選択条件は前節の(24)のままでよい- 音素/〇/を必要とする点ではいずれも同じであ
るから,後者の仮説が正しいことは言うまでもない｡これは2.3.節の最初の仮説と実質的に同
じものである｡そうして,それは薦観にも確かに合っている｡
3.4.おわりに
以上で,文法から独IT.した自律的な音韻文法によって規定されるような音素表現ojレベルを,
逆に文法の申 でも有意味な表現レベルとしてそれを認めることが,少なくとも本稿に取り上げ
た問題に関する限り正しいということが明らかになった｡また,ここには取り上げなかったラ
ワ語音韻論の他の問題についても,それが1:.しいらしいことはほぼ見当がついている｡そこで,
今後の課題としては,この仮説が他の言語,とりわけ,形態音韻論的な交替を豊富に持つ言語
についても有効に適用できるかどうかを検証することもさることながら,これが適時的な視野
においても有意味な仮説であるかどうかを具体的に検討しなければならないであろう｡
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